
9月15日(金)ボルファートとやまにおいて、電機連合富山地協第53回定期大会を開催しました。4年ぶりに完全リアル開催とさせて頂

きました。来賓として電機連合本部の小林中央執行委員よりお祝いの言葉を頂戴し、連合富山の浜守会長、北陸労金の辻理事長、こく

みん共済の山崎事務局長、国民民主党富山県連の橋本幹事長、歴代役員懇談会の藤畑会長からは、リアルにてご挨拶を頂きました。

続いて「経過報告」､「2022年度決算」「2022・2023年度運動方針の補強」､「2023年度予算」､「役員の補充」、「外部役員派遣」、

「役員表彰」について執行部から提案され、満場一致で可決承認されました。

（報告・議案事項は、以下の通り）

【経過報告】2022年度一般経過報告

2022年度会計報告および会計監査報告

【議事】 第1号議案 2022・2023年度運動方針の補強に関する件

第2号議案 役員の補充に関する件

第3号議案 外部役員派遣に関する件

第4号議案 役員の表彰に関する件
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第84号

電機連合本部 連合富山 北陸ろうきん

【小林中央執行委員】 【浜守会長】 【辻理事長】

【退任された役員の皆さん】

議長 浦島 成友 北陸電機製造労働組合
副議長 横田 雄治 ＴＰＳＵ魚津支部

大﨑 大輝 北陸電気工業労働組合
後藤 肇 コーセル労働組合
川瀬 浩 ＴＰＳＵ砺波支部

事務局長 大森 仁 ＴＰＳＵ魚津支部
常任幹事 押田 武志 ＴＰＳＵ魚津支部

古谷 将吾 北陸電気工業労働組合
谷内 正導 ＫＯＫＵＳＡＩＥＬＥＣＴＲＩＣ労働組合
平野 泰成 コーセル労働組合・・・・・・・・・・・・新
石黒 等 ＴＰＳＵ砺波支部
安田 幸弘 北陸電機製造労働組合・・・・・・・・・・新
佐々木英弘 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ労働組合富山支部
金山 仁美 富士電機ﾊﾟﾜｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ労働組合北陸支部
土井 仁志 ｱｯﾄﾌｨｰﾙｽﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ労働組合
竹田 隆悟 ＳＭＫ労働組合富山支部
百瀬 賢博 国際電気ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｻｰﾋﾞｽ労働組合
栁澤 篤 トーキン労働組合富山支部
遠藤 学 富士電機労働組合本社支部北陸分会
村上 裕幸 ＡＷＳ労働組合

会計監査 山本 宏之 ＴＰＳＵ魚津支部
山口 亮 ＫＯＫＵＳＡＩＥＬＥＣＴＲＩＣ労働組合

特別常任幹事 浜守 秀樹 連合富山会長（ＴＰＳＵ魚津支部）

前常任幹事 島田 聖也（コーセル労働組合）
福島 翔太（北陸電機製造労働組合）

【役員表彰の皆さん】

【福島さん】 【谷内さん】

こくみん共済 coop 国民主党富山県連 歴代役員懇談会

【山崎事務局長】 【橋本幹事長】 【藤畑会長】

【議長団の皆さん】

功
労
表
彰

氏名 役職名 所属組合

福島 翔太
常任幹事 7年
会計監査 2年

北陸電機製造労働組合

島田 聖也 常任幹事 5年 コーセル労働組合

【来賓の皆さん】

勤
続
表
彰

氏名 役職名 所属組合

谷内 正導
常任幹事 4年
会計監査 6年

KOKUSAI ELECTRIC
労働組合

【KOKUSAI ELECTRIC労働組合 平代議員（左）】
【ｱｯﾄﾌｨｰﾙｽﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ労働組合 高田代議員（右）】

【2023年度富山地協新役員の皆さん】



議長 浦島 成友

昨年の参議院選挙において、誠に残念ではありましたが議席を失い、その後電機連合の政治アドバイザーとしてご
活躍されました矢田わか子さんが、本年7月の電機定期大会をもって政治アドバイザーをご退任されました。
これまでの活躍はご存じのとおりですし、議席が無くなった後でも弱者保護、生活者目線での訴えは党内でも引き

継がれ、政府を動かし、子供手当の所得制限撤廃などが実現したことは記憶に新しい所です。これまで、政治と生活
の関係性、政治参画の必要性を教えていただきました。これまでのご尽力に改めて敬意を表し、感謝を申し上げたい
と思います。我々は、電機連合の掲げる政治への理念のもと、政治への参画の必要性を組合員に訴え続け、「投票に
行こう！」という意識を高めていかなければなりません。この役目は、本日お集まりの組合役員そして地協の責務で
あります。共に頑張っていきたいと思います。

取り巻く環境および富山地協の取り組みについて
さて、昨年の大会より１年間、新しい体制のもと、運動方針に従い、様々な取り組みを進めてまいりました。昨年

より まずはWithコロナということで、制限を徐々に外し、対面での活動を増やす環境づくりをしてまいりました。
今春からは、コロナの取扱いも変わり、いよいよ活動スタイルはコロナ前と同様に行うことができるようになってき
ております。経済活動も盛んになり、特にサービス業や観光業において、これまで我慢していた反動によるのかもし
れませんが、コロナ前、更にはそれを上回るような数字も記録されるようになってきました。ただ単に業績回復だけ
でなく、企業も人への投資や人材確保を重んじる意識が強くなり、この様な好調な結果を生み出しました。

しかしながら、コロナやロシアウクライナ情勢で高騰した資材費を価格転嫁
できない中小企業は低調な結果にとどまり、大手と中小の格差が拡大したこと
も、今春闘の特徴であると思います。急激な物価高騰やエネルギーコストの上
昇は、今もなお継続や更なる上昇を見せており、家計を直撃しています。好調
な春闘結果とは裏腹に、直近での実質賃金は大幅な低下となっています。
そのような中、地協は昨年掲げた運動方針にもある通り、組織拡大、加盟組

織のサポート、特定最低賃金の改善などに取り組み、電機産業に働く仲間の処
遇改善に寄与すべく、活動を展開してまいりました。加えて、自主福祉活動の
充実、特には電機共済の優位性を再認識し、周知活動をさらに進めることで、
不安の払拭や安心基盤の構築に目指してきました。お蔭さまでその想いは、加
盟組織内でも深まり、フレッシャーズの一律加入の導入も大きく伸長しまし
た。

はじめに
電機連合富山地方協議会第53回定期大会にご参集の代議員の皆様、

大変お疲れ様です。また、大変ご多用にもかかわらず、本大会に沢
山のご来賓の皆様にご臨席を賜りました。
日頃より大変お世話になっております電機連合本部より小林中央

執行委員、連合富山からは、浜守会長、北陸労働金庫からは、辻理
事長、こくみん共済コープ富山推進本部より山崎事務局長、国民民
主党富山県連幹事長、橋本富山市議、当地協歴代役員懇談会から藤
畑会長にWebではなく、会場にお越しいただきました。来賓の皆様
には、日頃より電機富山地協に対し、ご理解とご支援を賜り、この
場を借りて御礼申し上げます。本当にありがとうございます。後ほ
ど、代表の方々よりご挨拶を頂戴したいと思います。
まず、電機連合元組織内議員の矢田わか子さんについてご報告い

たします。

電機共済の取り組みは、組合員の安心安全安定に大きく寄与することは言うまでもありませんが、共済制度自体の
運用を強固にするため、大きな目標である加入率40％の実現に向け活動をさらに活発化しなければなりません。また、
こくみん共済Coop、北陸ろうきんとの連携も密に、災害への備えや生活に密着した金融商品の提供なども、組合員生
活の安心安定には欠かすことのできない活動も、積極的に展開していかなければなりません。コロナ禍においては、
これまでとは違った活動方法を見出し、頑張ってきました。しかしながら、利便性こそ上がり最低限の意思疎通を
図ってきましたが、活動が活性化したかというと、決してそうではないと感じております。自分もちょっと古い側の
感覚かもしれませんが、労働運動は、人とのつながりがまさに原点との認識です。対面での活動や意思疎通の場を積
極的に設けていきたいと思います。

特にこれまで届きにくかった女性の声を反映すること、それこそがジェンダー
平等の活動の基礎になるものと感じております。今期は女性の常任幹事を迎えた
体制であり、より一層女性参画や活躍の拡大元年になればと願っていますし、是
非今後においても継続・拡大を図っていきたいと思います。
今後、これまでの活動を踏襲しつつ、より一層その歩みを強固なものにしてい

く所存です。問題は山積しておりますが、まずは組合員の安心安全を念頭に、ま
た組合員の期待に応えるべく、そしてまた、それが「見える」活動を展開したい
と思います。
結びになりますが、本日ご臨席頂きました皆様の ますますのご健勝、ご活躍、

ご多幸、そしてまたそれぞれの組織のご発展を祈念申し上げまして、執行部を代
表して、一言のご挨拶とさせて頂きます。



編集後記

編集者が交代し、1年が経過しました。引き
続き、構成組織の皆さんに少しでも興味を持っ
ていただける記事を提供できるように頑張って
いきますので、宜しくお願いします。（大森）

第60回

次回のリレーコラムは、富士電機パワーセミコンダクタ労働組合北陸支部の金山仁美副委員長にお願いします。

北陸電気工業労働組合 大﨑 大輝

青年委員会 委員長 入江 仁

今回の青年・女性委員会「合同の集い」は、4年ぶりに太閤
山ランド「ふるさとパレス」にて、ミニ運動会を9月30日
（土）に開催しました。久しぶりの開催にも関わらず、11労組、
総勢88名の多くの加盟組織の組合員の皆さんに参加いただきま
した。
開会式後、各団に分かれ自己紹介も含めミーティングを行い、

競技をスタートしました。各種競技は、①玉入れ、②綱引き、
③大縄跳び、④クイズ、⑤障害物競争、⑥リレーの6種目で、
スポーツ競技だけでなく、頭脳競技も実施する中、各団一丸と
なり、応援も含め全力で取り組みました。結果としては、黄団
が断トツで優勝し、続いて白団、青団、赤団の順位となりまし
た。
今回の「合同の集い」で築いた絆をさらに深め、今後の各種

活動に繋げ、これからも楽しく交流できる企画が出来ればと思
います。是非、次回も皆様の参加を宜しくお願い致します。

【優勝：黄団】 【準優勝：白団】 【三位：青団】 【四位：赤団】

私のお気に入り、はまっている事は「自動販売機めぐり」です。
きっかけは友人と何気なく買った糸庄の自動販売機でした。これをいざ食べてみると、自
動販売機と侮ることなかれ、お店で食べているものと大差なく、自宅で糸庄の味をお手軽
に再現できてしまいました。それから自動販売機に興味を持ち、様々な自動販売機をめぐ
るようになりました。
その中で特にお気に入りなのは「麺屋つくし」の自動販売機です。こちらの再現率もとて
も高く、いつもならお店に並ばないと食べられないあのラーメンがお家でゆっくり食べら
れます。最近はラーメンの自動販売機も増えてきており、富山に居ながら色々な県の有名
ラーメンも気軽に食べられるようになりました。皆さんも自動販売機を見かけた際は、ぜ
ひ購入してみてはいかがでしょうか。

【富山マリエ前】


